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の

理

想

化

さ

れ

た

ロ

マ

教

禽

へ

の

価

慨

が

、

彼

の

中

心

思

想

ご

な

っ

た

。

か

つ

て

は

反

教

御

的

な

ル

ゾ

オ

が

も

つ

て

ゐ

に

如
き
魅
力
を
以
て
、
彼
は
ロ
マ
教
御
へ
の
忠
誠
を
現
は
す
に
菱
し
た
。
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
槻
を
《
６
毎
烏
合
ｏ
胃
曾
冒
房
日
の
ど

を
通
じ
て
見
れ
ば
、
「
キ
リ
ス
ト
教
は
完
全
に
し
て
人
川
は
不
完
全
、
完
全
な
結
果
は
不
完
全
な
原
理
よ
り
生
じ
得
な
い
、

故
に
キ
リ
ス
ト
教
は
人
間
の
所
産
で
は
な
く
、
に
凹
祁
の
み
に
よ
っ
て
生
じ
得
た
。
故
に
人
間
は
啓
示
に
よ
っ
て
の
み
キ

フ
ラ
ン
ス
大
革
命
の
直
後
、
知
識
階
級
に
封
す
る
ロ
マ
教
・
添
加
の
期
待
は
非
常
に
有
望
だ
琶
考
へ
ら
れ
た
。
ロ
マ
教
皇
ピ

ォ
七
世
は
ロ
マ
に
蹄
っ
て
（
一
八
一
四
）
、
久
し
く
革
命
ご
帝
政
ざ
の
冊
に
不
安
だ
っ
た
科
學
芭
藝
術
さ
よ
り
成
る
一
つ
の

ル
ネ
サ
ン
ス
的
時
代
を
以
て
、
ロ
マ
救
命
は
特
に
光
り
輝
い
た
。

プ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
ロ
マ
ン
主
義
は
、
シ
ヤ
ト
オ
ブ
リ
ア
ン
の
《
《
⑦
曾
砕
。
号
・
宮
．
】
の
§
ａ
の
日
の
ど
（
届
畠
）
を
以
て
代
表
せ

し
め
得
ら
れ
る
。
ヴ
オ
ル
テ
ェ
ル
主
義
の
流
行
は
止
み
、
、
ン
ヤ
ト
オ
ブ
リ
ア
ン
は
時
代
の
苦
悩
を
流
切
に
慨
嶮
し
、
中
阯

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
思
恕
史
的
前
提

モ
ダ
ニ

(＝）

宗
教
的
ロ
マ
ン
主
義

スﾞ

ム
の
思
想
史
的
前
提

｡■，

伊

岐
須
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争
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､

リ
ス
ト
教
を
認
識
し
得
る
。
故
に
キ
リ
ス
ト
教
は
啓
示
宗
教
で
あ
る
。
」
？
）

即
ち
、
彼
の
思
想
は
啓
蒙
主
義
的
主
理
王
義
を
極
端
に
嫌
ひ
、
、
王
理
主
義
的
な
る
音
の
（
曉
昌
。
ｇ
屏
冨
）
を
排
斥
す
る

傳
統
主
義
（
§
計
目
。
９
房
目
①
）
で
あ
り
、
そ
の
故
に
モ
ダ
’
一
ズ
ム
の
一
の
塒
微
で
あ
る
反
理
知
的
傾
向
を
見
榔
る
こ
ざ

は
、
歴
史
的
に
意
義
あ
る
こ
さ
で
は
あ
る
ま
い
か
。
亦
彼
が
キ
リ
ス
ト
教
（
ロ
マ
ヵ
ト
リ
ク
教
）
を
完
全
な
も
の
写
」
す
る

所
に
、
す
べ
て
の
知
識
藝
術
を
聖
化
完
成
す
る
も
の
さ
し
て
即
解
し
、
中
仙
の
今
コ
チ
ッ
ク
建
築
、
グ
レ
ゴ
リ
イ
聖
歌
、
ミ

ヶ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
壁
謹
へ
の
執
藩
が
現
れ
て
ゐ
る
。

ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
の
先
駆
ご
な
っ
た
フ
リ
ィ
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ト
ル
書
へ
ル
グ
に
は
、
詩
湫
が
宗
教
の
現
蛮
的
心

臓
の
如
き
役
割
を
減
じ
て
ゐ
た
。
彼
は
自
ら
の
美
學
も
、
時
代
の
風
潮
で
あ
る
主
理
主
義
局
昌
○
ご
島
の
目
尻
）
に
反
封
す

る
ご
同
時
Ｅ
眞
理
に
さ
火
げ
ら
れ
な
い
詩
は
た
ざ
へ
一
時
は
輝
い
て
も
、
永
久
に
は
人
心
を
暖
め
な
い
ご
主
張
し
た
。

彼
の
「
想
像
」
は
キ
リ
ス
ト
教
の
深
み
を
必
要
さ
し
て
ゐ
た
。
彼
は
こ
れ
を
今
ま
で
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
抑
躍
に
よ
っ
て
み

た
さ
う
ざ
し
た
が
、
除
り
に
人
Ⅲ
中
心
的
な
彼
は
こ
れ
に
滿
足
し
得
な
か
っ
た
。

そ
の
唖
彼
は
夫
人
を
共
に
フ
エ
ネ
ロ
ン
及
び
フ
ラ
ン
ゾ
ア
。
ド
。
サ
ル
の
稗
を
誠
み
始
め
て
ゐ
た
。
彼
が
こ
の
二
人
の

将
の
靜
寂
主
義
的
抑
秘
主
褒
ｌ
異
教
的
祁
秘
主
義
に
近
い
Ｉ
の
影
郷
を
受
け
た
こ
↓
こ
は
彼
自
身
の
特
に
明
ら
か
で
あ

る
。
こ
の
時
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
他
阿
の
沌
命
な
髭
族
を
救
ふ
偏
に
来
た
モ
ン
タ
ア
グ
侯
夫
人
は
彼
に
決
定
的
な
影
郷
を
典

へ
た
。
シ
ト
ル
。
ヘ
ル
グ
伯
夫
妻
は
ド
イ
ツ
ざ
デ
ン
マ
ア
ク
、
と
が
掘
助
を
求
め
る
に
及
ん
で
モ
ン
タ
ア
グ
夫
人
、
こ
の
側
に
親

辨
な
關
係
ｌ
友
情
ｌ
が
生
じ
た
。
か
く
て
一
八
○
○
年
の
。
ヘ
ン
テ
コ
ス
テ
に
、
シ
ト
ル
。
ヘ
ル
グ
伯
夫
妻
は
ミ
ュ
ン
ス
テ
ル

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
思
知
史
的
前
提
二
○
七

の

～

1

1

、



ナ
ポ
レ
オ
ン
の
浪
落
零
添
一
ブ
ル
ボ
ン
王
家
の
師
還
さ
は
必
然
的
に
王
政
復
古
を
招
来
し
た
。
然
し
な
が
ら
同
時
に
江
マ
教

禽
が
復
醤
し
た
こ
芭
は
ブ
ル
ボ
ン
家
の
爲
で
は
な
く
て
、
あ
る
人
糞
ｌ
ロ
マ
・
カ
ト
リ
ク
教
に
至
心
全
蠣
を
返
遼
す
べ

き
困
難
な
問
題
を
提
出
し
た
人
凌
１
１
の
鯛
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
比
は
ら
ず
ロ
マ
教
御
及
び
ロ
マ
カ
ト
リ
ク
教
が
ブ

ル
ボ
ン
家
ご
同
盟
し
て
ゐ
る
か
の
如
く
解
さ
れ
た
こ
ざ
は
、
彼
ら
に
は
更
に
不
利
で
あ
っ
た
。
故
に
、
七
Ｎ
革
命
時
に
、

甚
し
く
害
せ
ら
れ
た
の
は
ロ
マ
教
獅
で
あ
り
、
ロ
マ
教
禽
、
迫
そ
れ
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
來
仁
ロ
マ
ヵ
ト
リ
ザ
教
を
術
時
の

人
堂
に
回
顧
せ
し
め
、
教
禽
が
眞
の
自
由
Ｉ
カ
ト
リ
ク
的
の
自
由
ｌ
の
敵
で
な
い
こ
員
教
獅
が
過
去
の
世
紀
に
一
大
文

化
を
送
り
、
同
時
に
現
在
の
苦
悩
を
和
げ
る
能
力
を
も
つ
て
ゐ
る
こ
さ
を
、
無
理
に
も
證
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
こ
の
任
務
を
有
し
た
人
盈
に
は
、
モ
ン
タ
ラ
ン
雪
ヘ
ー
ル
、
ラ
コ
ル
デ
ー
ル
、
オ
サ
ナ
ム
、
シ
ェ
ル
今
へ
、
ラ
ヴ
イ
ニ
ョ

ｂ

モ
ダ
’
一
ズ
ム
の
思
恕
史
的
前
捉
二
○
八

の
ガ
リ
チ
ン
王
妃
邸
内
の
↑
御
堂
で
オ
フ
エ
ル
、
、
ヘ
ル
ク
の
司
式
の
下
に
ロ
マ
教
御
の
ク
レ
ド
を
喝
へ
た
の
で
あ
る
。

亦
詩
人
ク
レ
メ
ン
ス
・
ブ
レ
ン
タ
ノ
、
一
ノ
リ
イ
ド
リ
ヒ
・
ル
ド
ウ
ィ
ヒ
・
ウ
ェ
ル
ナ
ァ
著
述
家
ヨ
ゼ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ゲ

エ
レ
ス
は
ロ
マ
教
禽
の
鰯
に
は
偉
大
な
人
さ
な
っ
た
。
塒
に
ゲ
ェ
レ
ス
の
《
《
腎
冒
目
の
目
印
ご
は
弧
く
ロ
マ
教
獅
の
自
由
を

要
求
し
、
関
の
８
鳥
呂
‐
呼
冒
い
。
胃
曽
冒
侭
を
編
纂
し
て
、
極
マ
教
徒
の
利
益
を
弧
く
癖
謹
し
た
。
ま
た
ア
ン
グ
リ
ヵ
ン

教
會
の
基
礎
を
ロ
マ
教
命
に
世
か
ん
さ
す
る
オ
ク
ス
フ
オ
ド
運
動
の
機
迩
が
砿
成
き
れ
て
ゐ
る
間
に
ス
コ
ッ
ト
の
中
世
紀

的
な
詩
を
復
活
さ
せ
て
画
マ
ン
主
義
の
一
環
を
成
し
つ
上
あ
っ
た
。

｜
|◆

Ｊ一一く

自
由
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義



自
由
カ
ト
リ
ク
主
義
は
む
し
ろ
カ
ト
リ
ク
自
由
主
義
乞
い
Ｐ
え
き
で
あ
ら
う
。
何
ざ
な
れ
ば
、
こ
の
主
義
は
ロ
マ
教
秤

さ
調
和
を
保
ち
つ
比
フ
ラ
ン
ス
剛
民
の
自
曲
の
熱
望
を
み
た
さ
ん
ご
す
る
も
の
で
あ
っ
た
故
で
あ
る
。
そ
れ
は
困
難
な
問

題
で
は
あ
る
が
、
原
則
的
に
は
許
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
必
然
的
な
問
題
で
あ
２
信
こ
の
伽
向
が
、
あ
る
程
度

土
ぞ
こ
の
問
題
を
震
現
し
た
こ
さ
は
、
二
月
革
命
ご
そ
れ
に
よ
っ
て
成
る
第
二
共
和
國
の
對
ロ
マ
教
禽
の
態
度
に
よ
っ
て

證
明
さ
れ
る
。
然
し
な
が
ら
こ
の
共
和
剛
は
永
続
し
な
い
で
帝
剛
さ
な
る
ざ
同
時
に
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
マ
敬
称
に
は
、
一
つ

の
不
吉
な
新
時
代
が
生
じ
た
。
（
２
）
カ
ト
リ
ク
自
曲
主
義
の
影
響
は
十
九
枇
紀
末
よ
り
二
十
世
紀
に
ま
で
も
及
び
、
そ
の

主
唱
若
の
自
山
主
義
的
思
想
が
あ
る
意
味
に
於
て
存
在
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ぱ
、
フ
ア
ル
ウ
伯
、
ド
シ
ャ
ン
、
ア
ル
ゞ
ヘ
ー
ル

・
ド
・
ブ
ロ
リ
ィ
ら
で
あ
る
。
殊
に
ド
。
ブ
ロ
リ
ィ
が
聖
書
の
批
判
的
研
究
を
始
め
に
黙
に
於
て
、
モ
ダ
｜
一
ズ
ム
さ
こ
の

主
義
ざ
の
歴
史
的
相
關
変
係
が
考
察
せ
ら
る
上
の
で
あ
る
。

一
八
七
○
年
七
月
十
八
日
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
會
識
が
「
教
皇
不
可
謬
」
の
教
理
を
決
定
し
た
の
に
對
し
、
ド
イ
ツ
、
ス
ヱ
デ
ン
、

オ
ス
ト
リ
ャ
の
ロ
マ
教
會
の
祁
學
者
は
イ
グ
ナ
ッ
・
フ
ォ
ン
・
デ
エ
リ
ン
ガ
ア
（
一
八
九
○
残
）
の
指
導
の
下
に
反
對
宣
一
両
を

發
表
し
、
翌
年
九
月
二
土
一
日
よ
り
二
十
四
日
ま
で
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
に
大
命
を
開
き
、
ボ
ン
大
學
法
學
教
授
ヨ
ハ
ン
・
フ
リ

ド
リ
ヒ
今
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ル
テ
（
一
九
一
川
硬
）
を
愈
長
ざ
し
、
念
す
る
新
三
百
人
、
ロ
２
房
。
胃
炭
畠
５
房
。
言
悶
胃
胃
を
新

モ
ダ
’
一
ズ
ム
の
思
想
史
的
前
捉
二
○
九

ン
等
が
あ
っ
た
。
ラ
ム
ネ
ェ
は
こ
の
リ
イ
グ
ア
で
あ
っ
た
が
、
一
八
三
○
年
以
後
は
ロ
マ
芭
手
ひ
、
一
八
三
三
年
ロ
マ
教

愈
ょ
ｈ
離
れ
た
。
彼
を
主
さ
し
て
己
色
ぐ
の
目
は
デ
ュ
パ
ン
ル
ウ
（
岳
畠
ｌ
勗
司
）
及
び
若
年
の
ヴ
ュ
イ
ョ
が
細
獅
し

に
。

」

I
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I

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
思
想
史
的
前
提
一
三
○

没
し
ど
侍
曹
号
。
房
。
胃
閤
罠
。
旨
さ
云
つ
に
。
一
八
七
二
年
ヨ
ゼ
フ
・
レ
イ
ン
ヶ
ン
ス
（
一
八
九
六
段
）
を
俄
正
に
推
し

ボ
ン
を
僧
正
居
地
さ
し
た
。
や
が
て
必
然
的
に
ド
イ
ツ
民
族
主
義
の
性
硬
を
浪
厚
に
し
ビ
ス
マ
ル
ク
文
化
詐
術
に
際
し
て

は
傲
然
ド
イ
ツ
政
府
に
味
方
し
に
。
そ
の
主
張
の
塒
性
は
、
萢
一
、
教
愈
の
背
位
椛
の
否
定
教
山
手
の
不
可
謬
樅
の
否
認
、

翌
風
防
悠
閑
否
定
、
聖
母
胤
隙
罪
の
受
胎
Ｉ
器
胤
非
聴
く
し
て
そ
胤
ア
ン
ナ
の
胎
内
に
雌
巣
鳴
、
こ

い
ふ
一
種
の
聖
母
祁
化
説
、
一
八
五
川
年
教
錐
、
こ
し
て
決
隼
ｌ
の
否
定
、
可
見
的
教
§
唯
一
性
：
定
聖
餐
に
於
け

る
キ
リ
ス
ト
の
蛮
在
の
肯
定
な
ぎ
で
あ
る
。
〉
」
の
主
錐
の
雁
史
的
意
雅
営
プ
ェ
リ
ン
ガ
ァ
の
書
簡
（
一
八
七
一
年
三
月
二

十
八
日
）
の
中
の
思
想
に
あ
る
。
す
な
は
ち
、
「
現
代
の
救
命
肌
の
汎
飢
状
態
は
全
く
一
つ
の
歴
史
的
問
題
で
あ
り
、
叉
す
べ

て
の
歴
史
的
研
究
に
對
し
、
從
っ
て
歴
史
的
事
象
に
安
柑
す
る
規
範
に
從
っ
て
、
我
ら
の
川
ひ
得
る
史
料
の
み
を
以
て
、

對
象
が
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
」
（
３
）
こ
れ
は
、
一
方
に
は
原
典
批
判
、
從
っ
て
聖
書
批
判
へ
の
逆
を
抓
・
さ
、

他
方
に
は
ロ
マ
教
禽
の
思
想
の
異
激
化
を
防
ぐ
禰
一
音
主
義
の
通
に
近
づ
い
に
の
で
あ
る
。

ロ
マ
ン
主
推
に
代
つ
仁
の
は
、
事
物
の
精
確
や
締
密
さ
を
愛
し
て
、
科
學
的
韮
礎
か
ら
の
み
宇
宙
を
探
求
し
よ
う
と
す

る
人
登
で
あ
る
。
営
時
は
す
べ
て
の
方
而
に
於
て
、
科
學
的
の
新
發
兄
が
あ
り
、
同
時
に
亦
奇
し
く
も
進
化
論
が
現
は
れ

科
學
的
主
理
主
義
（
言
爵
ｇ
の
。
｝
員
罠
。
胃
塚
§
国
農
の
目
尻
）
の
運
動
は
、
秘
自
の
進
歩
を
見
せ
に
。
「
蒼
白
さ
」
形
而
上

學
的
眞
理
の
力
よ
り
理
性
は
解
放
せ
ら
れ
、
柵
断
的
な
る
意
味
に
於
て
は
ス
コ
ラ
的
な
哲
學
艘
系
は
熱
情
を
失
ひ
、
科
畢

(三）

科
學
的
主
理
主
義

1

｢1

、
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モ
ダ
’
一
ズ
ム
の
思
想
史
的
前
提
一
二
二
・

命
の
教
哩
笹
間
定
し
、
反
禰
需
的
嵐
理
の
瀞
誰
の
役
を
爲
し
鳴
同
時
に
、
ロ
マ
祁
學
の
完
全
な
髄
系
ご
資
料
さ
に
よ
る

新
研
究
も
行
は
れ
に
。
例
へ
ぱ
イ
ェ
ズ
ィ
タ
・
の
ボ
ラ
ン
デ
ィ
ス
テ
ン
の
《
饅
。
国
齪
邑
。
８
２
日
〕
〕
の
復
活
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ミ

ー
ヌ
（
一
八
七
五
媛
）
の
勺
胃
８
』
○
ぬ
富
①
。
日
吻
匡
切
８
日
で
賃
匡
印
（
Ｈ
鱒
Ｆ
１
届
尉
）
の
出
版
、
ド
ニ
・
・
フ
ト
オ
の
曇
へ
、
不
デ
ィ

ク
ト
禽
修
迩
士
の
著
書
の
複
刻
、
カ
ー
ル
。
ヘ
ー
フ
エ
レ
、
ド
・
ロ
ッ
シ
、
デ
ェ
リ
ン
ガ
ァ
、
ピ
ト
ラ
、
フ
ラ
ン
ッ
ェ
リ

ン
の
考
古
學
的
、
歴
史
的
研
究
で
あ
る
。
（
４
）
ヴ
ァ
チ
カ
ン
の
○
○
国
ぃ
胃
昌
○
口
①
”
ロ
○
四
国
昌
畠
の
（
届
＄
Ｉ
届
き
）
は
こ
れ

ら
の
研
究
ざ
偏
見
的
思
嶽
の
結
果
で
あ
る
。

節
十
八
世
紀
の
啓
蒙
主
我
の
環
境
に
成
長
し
、
狂
信
の
色
あ
り
ざ
す
る
す
べ
て
の
も
の
を
排
撃
し
に
カ
ン
ト
は
、
宗
教

を
感
情
的
に
理
解
し
得
な
か
っ
た
。
然
し
家
庭
に
於
け
る
敬
虚
主
義
の
教
育
ざ
、
彼
自
身
の
主
理
韮
垂
己
は
相
互
に
影
響

し
て
所
謂
カ
ン
ト
哲
學
を
成
立
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
彼
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
義
の
反
主
知
王
義
に
理
性
的
基
礎
を
與

へ
よ
う
さ
し
た
の
で
あ
る
。
ル
ッ
タ
ア
は
信
仰
を
、
ロ
マ
教
禽
が
そ
れ
を
理
性
の
認
識
ざ
す
る
の
を
排
耀
し
て
純
粋
に
榊

の
恩
寵
に
よ
る
、
キ
リ
ス
ト
の
恩
寵
に
對
す
る
絶
對
の
信
牧
を
基
礎
、
こ
し
に
。
換
一
両
す
れ
ば
、
ル
ッ
タ
ァ
の
「
絶
對
信
仰
」

（
の
ｃ
］
画
津
旦
。
）
は
「
絶
對
恩
寵
」
（
“
。
』
Ｐ
頤
昌
爵
）
を
基
礎
ざ
す
る
も
の
で
、
あ
る
意
味
に
於
て
は
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
主
義

の
復
興
を
爲
し
た
ど
も
云
へ
よ
う
。
９
）

こ
の
や
う
な
ル
ッ
タ
ア
の
祁
中
心
の
思
想
に
、
い
ば
ご
人
本
主
義
哲
學
の
解
樺
を
加
食
ト
の
が
カ
ン
ト
で
あ
る
。
彼
の

(四）

不
可

知

一
師

’



祁
及
び
鍵
魂
に
開
す
る
確
震
な
認
識
の
基
礎
す
な
は
ち
信
仰
は
、
彼
に
は
、
蛮
践
的
要
請
亀
冨
冨
”
。
胃
國
の
巨
胃
）

で
あ
つ
に
。
理
性
は
律
法
の
源
泉
で
、
信
仰
は
理
性
信
仰
で
あ
る
。
彼
の
い
ふ
信
仰
は
、
歴
史
や
啓
示
に
開
す
る
信
仰
で

は
な
く
、
理
性
的
信
仰
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
亦
、
理
性
に
於
け
る
信
仰
で
あ
る
。
カ
ン
ト
本
来
の
理
想
ご
す
る
所
は
、
宗

教
が
単
な
る
自
然
宗
教
に
蹄
す
る
こ
さ
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
宗
教
は
全
く
理
性
的
で
あ
り
、
倫
理
的
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ

ば
、
眞
の
宗
教
は
、
理
性
宗
教
で
あ
り
、
そ
し
て
理
性
宗
教
の
本
質
は
逝
徳
で
あ
る
。
亦
、
眞
の
宗
教
は
杵
逓
受
倣
的
で

且
時
間
的
で
あ
る
故
に
、
そ
れ
は
歴
史
を
有
せ
ざ
る
宗
教
で
あ
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
既
成
宗
教
（
で
ｏ
の
言
ぐ
の
詞
の
』
垣
○
口
）
の
存
在
は
、
自
然
宗
教
（
冒
昌
筐
○
胃
胃
］
壇
。
。
）
の
前
提
で
あ

る
。
既
成
宗
教
よ
り
自
然
宗
敏
へ
の
過
程
が
川
の
剛
の
蛮
現
で
あ
る
。
す
べ
て
の
既
成
宗
教
は
偶
然
的
愛
化
的
で
あ
る
。

故
に
現
在
の
信
條
は
人
間
を
束
縛
し
得
な
い
。
自
然
的
信
仰
は
蛮
践
理
性
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
宗
教

的
眞
理
は
そ
の
中
に
包
括
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
６
）
要
す
る
に
、
カ
ン
ト
の
宗
教
は
意
志
の
目
的
の
宗
教
で
あ
り

全
く
義
務
認
識
の
宗
教
で
あ
一
り
、
宗
教
自
罷
の
問
有
の
も
の
は
、
少
く
も
顧
み
ら
れ
な
い
宗
教
で
あ
る
・
・
彼
の
倫
理
は
、

「
鍵
形
せ
ら
れ
た
る
」
祁
昔
的
良
心
宗
教
で
あ
る
。
（
７
）

か
く
し
て
カ
ン
ト
が
宗
教
の
範
閥
外
に
置
い
た
教
理
及
び
理
知
的
要
素
の
代
り
に
シ
ュ
ラ
ィ
ェ
ル
マ
ヘ
ル
が
加
へ
た
の

は
感
怖
的
要
素
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
軍
な
る
經
嶮
的
把
握
に
よ
っ
て
は
キ
リ
ス
ト
教
の
知
識
に
逹
し
得
な
い
。
宗
教

の
本
硬
は
、
思
惟
で
も
動
作
で
も
な
く
直
棚
さ
感
情
で
あ
る
．
（
８
）
「
宇
宙
」
す
な
は
ち
「
祁
的
コ
ス
モ
ス
」
の
世
細
ご

感
怖
で
あ
る
。
（
８
こ
れ
が
絶
對
依
搬
の
感
怖
（
の
呂
胃
｝
】
号
冒
碩
。
の
シ
ｇ
言
い
垣
§
屑
島
曽
）
で
あ
る
。
こ
の
感
情
に

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
思
恕
史
的
前
提
二
二
二



、

は
、
耐
の
存
在
の
諦
明
の
無
能
力
を
論
ず
る
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
起
原
を
發
す
る
ｌ
こ
の
鮎
に
州
し
て
は
、
更
に
前

ま
で
遡
り
得
ら
れ
る
筈
で
あ
る
Ｉ
不
可
知
術
（
借
国
。
の
§
肖
巨
”
）
を
、
一
つ
の
祇
極
的
な
、
禰
需
的
な
要
素
を
以
て
袖

は
う
さ
し
た
。
こ
の
や
う
な
試
み
の
中
で
、
鮫
も
著
し
く
思
想
史
的
意
義
を
右
す
る
の
は
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
リ
ッ
チ
エ
ル

（
一
八
八
九
段
）
の
學
説
で
あ
ら
う
。
⑯
）
彼
に
よ
れ
ば
、
宗
教
問
題
は
一
つ
の
生
命
の
問
題
蛮
践
の
問
題
で
あ
っ
て

思
辨
の
對
象
で
は
な
い
。
故
に
宗
教
的
に
露
魂
を
導
く
べ
き
判
断
は
、
哲
學
的
判
断
で
は
な
く
て
慨
仙
的
判
断
で
あ
る
。

歴
史
を
詳
細
に
研
究
す
れ
ば
、
歴
史
的
な
イ
エ
ス
の
人
格
、
及
び
教
読
に
何
ら
か
の
価
値
判
断
が
與
へ
ら
れ
る
。
歴
史
的

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
思
恕
史
的
前
提
一
二
四

●

作
ふ
「
確
信
」
が
信
仰
で
あ
る
。
教
理
は
宗
教
で
は
な
く
、
宗
教
に
開
す
る
抽
象
、
反
符
で
あ
る
。
自
我
ご
宇
宙
ど
の
「

交
感
」
の
慨
嶮
が
創
造
的
な
る
時
は
、
そ
れ
は
必
然
的
に
宇
宙
が
自
我
に
典
へ
る
一
つ
の
啓
示
で
あ
る
。
こ
の
時
自
我
は

「
仲
保
若
」
（
旨
胃
旨
眉
）
ご
な
る
。
キ
リ
ス
ト
の
ゞ
宗
教
的
罷
嶮
は
雌
も
祁
的
で
あ
っ
た
。
故
に
彼
は
仲
保
粁
の
妓
大
の
人

物
で
あ
る
。
然
し
キ
リ
ス
ト
は
決
し
て
唯
一
の
仲
保
村
で
は
な
い
ご
い
ふ
。

こ
れ
を
綜
合
す
る
に
、
カ
ン
ト
も
シ
芒
フ
イ
ェ
ル
マ
ヘ
ル
も
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
の
驍
將
で
は
あ
る
が
、
宗
教
に
開
す
る

限
り
無
で
あ
る
。
彼
ら
は
ル
ッ
タ
ァ
の
把
握
し
仁
所
の
、
信
ず
る
力
ご
川
の
認
識
Ｅ
は
祁
の
意
志
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

眞
の
宗
教
が
祁
の
賜
で
あ
っ
て
人
Ⅲ
の
發
明
で
は
な
い
ざ
い
ふ
こ
ざ
を
解
し
得
な
い
で
、
沈
営
人
間
の
表
に
あ
る
も
の
、

内
側
よ
り
發
す
る
も
の
ｌ
み
を
兇
だ
の
で
あ
る
。

更
に
ヘ
ェ
ゲ
ル
學
派
の
一
つ
は
、
原
始
キ
リ
ス
ト
教
を
ヘ
ェ
ゲ
ル
辨
證
法
に
適
用
し
、
、
ン
ユ
ト
ラ
ウ
ス
、
ゞ
ハ
ウ
ル
ざ
共

に
、
人
ざ
し
て
の
キ
リ
ス
ト
ざ
耐
帝
時
代
史
雲
こ
を
破
壊
し
、
純
然
た
る
主
理
主
義
を
主
張
し
た
が
、
こ
れ
に
不
滿
な
一
派

8



枅
究
を
す
る
人
に
は
、
イ
エ
ス
は
抑
的
慨
仙
を
有
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
が
全
部
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
に
な
る
の
は
カ
ン
ト
の

所
訓
「
認
識
の
限
界
」
を
超
ゆ
る
も
の
で
あ
る
ざ
す
る
即
ち
ル
ッ
タ
ア
の
禰
需
主
義
が
、
カ
ン
ト
に
よ
っ
て
哲
學
的
に
歪

曲
せ
ら
れ
、
更
に
、
ン
１
ラ
イ
ェ
ル
マ
ヘ
ル
に
よ
っ
て
發
展
せ
し
め
ら
れ
て
、
柑
時
の
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
イ
ン
テ
肌
階
級

の
若
を
魅
了
し
仁
幽
に
、
ロ
マ
教
御
ご
接
燗
を
始
む
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
典
へ
ら
れ
た
祇
脊
は
そ
れ
自
身
完
全
で
あ
る
が
、
人
冊
の
そ
れ
に
對
す
る
理
解
の
粍
度
は
、
歴
史

的
發
展
の
法
則
に
よ
っ
て
發
鵬
す
る
の
で
あ
る
。
使
徒
パ
ウ
ロ
の
理
解
慨
嶮
せ
る
禰
苦
ご
教
父
ア
ウ
グ
ス
ヶ
ヌ
ス
の
そ
れ

を
、
更
に
雌
大
の
宗
教
改
革
村
ル
ッ
タ
ア
の
そ
れ
さ
の
冊
に
は
完
全
な
締
句
上
の
一
致
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
思
想
上

に
は
確
に
進
展
の
意
味
に
於
け
る
發
肢
の
法
則
が
安
常
す
る
．
こ
れ
ざ
は
異
な
る
意
味
の
一
般
の
歴
史
的
發
展
の
法
則
１

１
鍵
化
過
程
の
連
綾
亦
は
繼
起
ｌ
は
、
：
教
禽
の
教
理
に
も
愛
常
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
嘗
て
レ
ッ
シ
ン
グ
の

白
目
①
冒
侭
号
”
旨
の
冒
切
。
常
呂
①
い
。
匡
①
。
言
の
暮
（
弓
雪
）
に
現
は
れ
に
思
想
、
す
な
は
ち
、
牌
示
が
川
の
人
狐
に
對
す
る
一

の
教
育
方
法
で
あ
り
、
後
日
理
性
が
反
理
を
見
出
す
ま
で
の
一
時
的
過
程
で
あ
る
と
の
思
想
よ
り
、
ア
ン
ト
ン
・
ギ
ュ
ン

タ
ア
（
一
・
八
六
三
硬
）
さ
い
ふ
ロ
マ
教
・
秤
敢
職
は
、
信
條
が
將
來
の
研
究
に
よ
っ
て
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
可
能
性
の

あ
る
眞
理
の
並
大
の
近
似
を
教
へ
る
も
の
で
あ
る
ゞ
と
い
ふ
。
信
條
の
字
義
は
、
椎
に
よ
れ
ば
、
救
命
内
の
信
仰
の
一
致
の

便
立
の
爲
で
一
時
的
で
あ
る
。
故
に
、
同
一
の
傅
統
的
表
現
に
も
、
純
化
さ
れ
だ
新
し
い
別
の
意
義
が
生
ず
る
の
で
あ

る
0

か
く
の
如
く
、
ポ
ヘ
ミ
ヤ
に
於
て
ギ
ュ
ン
テ
ル
が
無
意
識
的
に
宗
教
机
對
揃
（
胃
冒
冒
切
日
扁
）
を
主
張
し
た
が
、
イ
ギ

モ
ダ
’
一
ズ
ム
の
．
思
恕
史
的
前
捉
一
二
五

｜

I

！



モ
ダ
’
一
ズ
ム
の
哩
想
史
的
前
拠
一
二
六

リ
ス
で
は
ア
．
ン
グ
リ
カ
ン
の
牧
師
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
純
化
を
目
的
さ
す
る
幅
音
主
義
を
す
て
上
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
よ

り
画
マ
ヵ
ト
リ
ク
に
郷
向
す
る
大
部
の
人
盈
が
然
る
如
く
一
の
椛
威
ｌ
自
ら
は
螺
的
な
ろ
も
の
ざ
い
ふ
が
、
そ
の
蛮
、

政
治
的
な
る
も
の
ｌ
を
求
め
て
ロ
マ
激
街
に
來
だ
。
こ
の
人
が
ジ
ョ
ン
・
ヘ
ン
リ
イ
。
’
三
ウ
マ
ン
（
一
八
九
○
段
）
で

あ
っ
て
、
そ
の
論
文
は
『
キ
リ
ス
ト
教
教
理
發
展
論
』
（
一
八
凹
三
）
で
あ
る
。
彼
は
い
か
な
る
條
件
の
下
に
、
川
の
牌

示
の
仙
仙
を
そ
こ
な
は
な
い
で
、
こ
の
發
展
の
法
則
を
肯
定
し
得
る
か
を
述
べ
た
。
彼
は
一
般
の
宗
教
凌
理
の
發
展
を
述

べ
、
次
に
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
の
發
展
が
、
他
の
一
般
の
宗
教
『
と
如
何
な
る
鮎
で
異
な
る
か
を
研
究
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の

渡
展
性
、
方
向
、
優
越
性
を
示
し
に
。
彼
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
は
、
新
約
聖
書
や
初
代
教
秤
の
蒋
述
の
中
に

萠
芽
さ
し
て
發
見
せ
ら
れ
得
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
ニ
カ
イ
ャ
、
カ
ル
ヶ
ド
ン
の
含
議
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ

た
教
理
の
發
展
過
程
は
、
誤
謬
が
生
じ
て
解
決
を
要
求
す
る
に
應
じ
、
）
、
イ
ン
ス
ピ
レ
イ
シ
ョ
ン
の
與
へ
ら
れ
に
る
教

會
に
よ
り
、
聖
難
に
導
か
れ
つ
上
次
第
に
展
州
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
、
ロ
マ
教
含
が
嵐
に
聖
雛
に
導
ぴ

か
れ
て
ゐ
る
か
否
か
は
一
つ
の
疑
は
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
少
く
さ
も
｝
一
ユ
ウ
マ
ン
に
は
然
か
老
へ
ら
れ
た
の
で
あ
ら

う
。
彼
は
猫
自
の
方
法
に
よ
っ
て
眞
の
發
展
さ
侭
の
發
展
ざ
を
厩
別
し
た
の
で
あ
る
。

’
三
ウ
マ
ン
及
び
彼
に
從
ふ
人
糞
は
、
刺
學
的
に
は
正
欝
に
も
猫
断
説
よ
り
は
な
れ
、
宗
教
問
題
に
主
理
主
義
思
想
の

侵
入
を
恐
れ
、
同
時
に
ス
コ
ラ
的
な
繊
数
論
ご
問
定
せ
る
ス
コ
ラ
祁
學
に
は
敬
速
的
の
態
度
を
持
し
た
。
こ
の
傾
向
が
一
一

ユ
ウ
マ
ン
一
派
芦
一
他
の
反
動
的
祁
學
者
ら
ざ
の
摩
擦
の
原
因
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
一
一
ユ
ウ
マ
ン
の
新
思
想
が
、
一

方
に
於
て
は
、
自
由
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
韮
の
思
想
ざ
接
鯛
し
、
他
方
に
於
て
は
、
モ
ダ
’
一
ズ
ム
の
反
ウ
ル
ト
ラ
モ
ン
タ

1

’



〃

Ａ
、
ニ
ユ
ウ
マ
ン
の
ア
ン
グ
リ
カ
ン
時
代
の
ロ
マ
教
酋
観

一
三
ウ
マ
ン
は
生
れ
な
が
ら
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
さ
し
て
、
そ
の
教
育
の
中
に
成
人
し
た
Ｃ
從
っ
て
、
彼
が
儲
時
の
イ

ギ
リ
ス
を
支
配
し
て
一
ね
に
ロ
マ
教
愈
槻
を
通
じ
て
、
ロ
マ
教
禽
を
見
て
ゐ
た
こ
さ
は
何
人
も
否
定
し
得
な
い
。
俄
時
の
回

マ
教
愈
観
は
、
こ
の
教
禽
が
キ
リ
ス
ト
の
教
理
超
完
全
に
保
た
な
い
で
、
塒
に
初
代
教
愈
の
信
條
に
多
く
の
も
の
を
附
加

し
、
外
形
的
儀
式
を
侃
飯
し
、
聖
者
を
崇
拝
す
る
ご
い
ふ
こ
雫
乙
で
あ
っ
た
。
’
一
ユ
ウ
マ
ン
も
亦
、
他
い
す
べ
て
の
ア
ン
グ

リ
カ
ン
教
徒
ざ
等
し
く
、
否
む
し
ろ
そ
れ
以
上
に
、
ロ
マ
教
會
が
キ
リ
ス
ト
の
餌
の
教
命
を
全
的
に
正
し
く
表
現
し
て
ゐ

な
い
芭
老
へ
て
ゐ
仁
が
、
こ
の
や
う
な
彼
の
思
想
は
言
論
、
文
章
の
あ
ら
ゆ
る
機
禽
に
於
て
卒
直
に
、
誠
意
を
以
て
弧
調

き
れ
て
ゐ
る
。

彼
が
友
人
リ
チ
ャ
ー
ド
。
フ
ラ
ウ
ド
つ
八
三
六
段
）
さ
共
に
イ
タ
リ
ヤ
に
族
打
し
て
、
長
日
月
を
ロ
マ
訪
問
に
我
し

に
の
は
、
彼
が
オ
ッ
ク
ス
フ
オ
ド
の
聖
マ
リ
ヤ
教
禽
の
ヴ
イ
カ
ア
に
就
任
し
て
川
年
後
の
一
八
三
二
年
の
こ
さ
で
あ
っ

た
。
（
胆
）
族
行
中
、
彼
は
ロ
マ
敦
獅
の
多
様
性
に
い
に
く
心
を
打
た
れ
仁
が
、
殊
に
所
凌
の
ロ
マ
教
獅
堂
に
於
て
は
、
詩

的
傭
調
Ｉ
宗
教
改
革
新
ら
が
弧
く
排
盤
し
に
異
教
的
職
秤
Ｉ
の
魅
力
に
全
く
惑
乱
さ
れ
て
し
ま
つ
に
．
然
し
な
が
ら
「
ぁ

上
ロ
マ
よ
、
汝
も
し
ロ
マ
な
ら
ざ
り
せ
ぱ
」
（
シ
匡
閃
ｏ
ｇ
ｏ
・
當
望
ｏ
巨
重
。
同
。
己
。
計
閃
。
旨
の
）
（
画
）
の
歎
蝶
は
、
常
に
彼
の

モ
ダ
’
一
ズ
ム
の
忠
想
史
的
前
拠
一
二
七

ニ
ズ
ム
の
思
想
ざ
も
接
綾
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

(五）

オ
ツ
ク
ス
フ
オ
ド
運
動
と
ニ
ユ
ウ
マ
ン

囚
廿
Ｐ
画

｡



「

ま
さ
し
く
こ
れ
は
斬
り
の
詩
で
あ
っ
化
。
自
力
に
て
は
何
事
も
癒
し
得
ず
、
に
営
祁
の
恩
寵
に
よ
っ
て
の
み
我
が
歩
み

を
進
め
る
こ
ど
が
で
き
る
ざ
い
ふ
純
粋
な
る
耐
》
、
主
義
の
詩
で
あ
つ
に
。
然
し
迩
憾
な
が
ら
彼
の
進
む
逝
は
必
ず
し
も
脈

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
思
想
史
的
前
捉
一
二
八

ｎ
か
｝
つ
い
て
川
↑
Ｌ
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
族
行
よ
り
の
帥
途
、
彼
は
船
小
に
て
、
天
上
の
光
に
向
ふ
祁
，
り
造
も
云
ひ
得
る
次

の
如
芦
一
詩
を
作
っ
て
ゐ
る
。
（
一
八
三
三
）
・

５
８
具
置
旨
己
毎
Ｆ
汚
冨
）
四
日
己
計
岸
５
①
昌
巳
Ｈ
ｇ
旨
晦
唱
○
○
日
》

Ｆ
ｇ
１
目
声
○
巨
目
⑦
○
口
一

目
胃
己
狩
胃
尉
烏
１
函
》
四
目
目
画
冒
註
吋
坤
○
日
冒
目
⑦
Ｉ

Ｆ
①
酌
・
弓
匿
○
巨
昌
局
○
口
一

閂
罠
○
ぐ
①
Ｑ
時
○
○
房
○
○
の
①
画
口
且
い
⑦
①
旨
樫
］
も
画
舜
毎
唖
ず
匡
仔
ロ
○
こ
ぐ

Ｆ
⑦
色
旦
日
彦
○
巨
園
目
①
○
口
一

目
骨
○
ぐ
①
旦
計
ず
⑦
胸
四
局
尻
ぽ
・
色
］
》
色
ロ
旦
切
も
］
計
⑦
○
ｍ
命
①
画
弓
の
〕

○

面
昌
旦
①
昌
巨
①
且
門
口
望
呈
昌
匡
》
時
⑦
門
巨
⑦
〕
旨
ず
⑦
Ｈ
国
○
計
で
画
恩
田
①
色
厨
．

属
⑦
⑦
己
日
置
○
ｐ
Ｈ
【
昌
嚴
⑦
冨
曽
丘
胃
Ｑ
ｏ
ｐ
ｇ
画
鼻
８
ｍ
⑦
①

弓
胃
会
の
菌
貝
切
。
ｇ
の
）
’
○
口
。
降
呂
の
昌
○
巨
答
さ
『
目
の
、

胃
写
ぐ
釣
、
冒
○
計
の
ぐ
⑦
時
計
彦
巨
印
》
旨
○
吋
己
Ｈ
四
『
Ｑ
許
含
画
骨
、
局
ケ
○
二

ｍ
彦
○
屋
一
旦
⑦
胃
禺
⑦
色
旦
己
肖
①
○
己
。

１
口
■
■
ぜ

‐



Ｂ
、
ニ
ユ
ウ
マ
ン
の
ご
冨
昌
呂
冨
時
代

Ｐ

’
三
ウ
↓
、
ン
が
イ
ギ
リ
ス
本
國
に
師
つ
た
時
、
（
一
八
三
三
年
七
月
）
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ア
ン
グ
リ
カ
ン
敬
称
一
監
督

教
嘔
を
暖
せ
ん
ざ
す
る
選
畢
法
改
正
案
の
爲
に
、
彼
の
友
人
ら
は
非
常
に
心
剛
し
て
ゐ
に
。
２
〕
’
三
ウ
マ
ン
は
こ
の
問

題
が
、
ア
ン
グ
リ
ヵ
ン
教
・
御
に
典
へ
ら
れ
に
る
一
大
危
機
で
あ
る
き
同
時
に
、
累
を
後
世
に
及
す
危
嶮
の
あ
る
こ
”
己
を
看

破
し
た
が
、
彼
は
そ
れ
の
對
錐
を
直
ち
に
老
へ
た
。
す
な
ば
ち
、
そ
れ
は
兄
弟
ら
に
教
職
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を

自
発
せ
し
め
、
人
麦
に
對
す
る
彼
ら
の
使
命
を
意
識
せ
し
め
ん
こ
す
る
に
あ
っ
た
。

か
く
て
一
八
三
三
年
十
二
川
『
自
国
旦
守
吋
昏
①
弓
冒
①
の
ど
が
刊
行
せ
ら
れ
、
一
八
四
一
年
ま
で
綾
刊
さ
れ
た
。
そ
の
第

一
號
に
は
、
主
さ
し
て
シ
冒
降
ｏ
昏
己
。
。
昌
冒
⑦
を
展
開
し
、
以
て
ア
ン
グ
リ
ヵ
ン
教
・
御
が
キ
リ
ス
ト
教
教
理
に
忠
蛮
な
る

守
誰
着
に
る
こ
さ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
ざ
に
努
力
し
た
。

こ
の
事
業
が
盛
に
な
つ
だ
頃
、
漸
く
彼
は
、
ア
ン
グ
リ
ヵ
ン
敬
称
の
教
理
慨
系
の
峡
陥
ざ
、
そ
の
鮎
に
淵
す
る
哩
マ
教

向
の
優
越
力
さ
を
意
識
し
始
め
た
が
、
そ
の
ア
ン
グ
リ
ヵ
ン
的
な
彼
の
熱
怖
峰
そ
の
攻
撃
を
ロ
マ
教
称
の
政
治
的
、
祗

御
的
な
活
動
に
向
け
に
。
’
三
ウ
マ
ン
が
、
か
く
も
艇
い
Ⅲ
に
、
し
か
も
そ
の
ロ
マ
敬
称
へ
の
決
定
的
郷
向
ま
で
、
ア
ン

グ
リ
カ
ン
的
思
想
を
保
持
し
た
｝
」
と
は
、
彼
の
緒
川
の
熱
誠
が
、
い
か
に
弧
く
明
朗
で
あ
っ
た
か
を
誰
明
す
る
も
の
、
こ
し

て
、
是
認
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
や
う
な
彼
の
熱
誠
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
オ
ド
の
聖
マ
リ
ヤ
教
愈
に
於
け
る
説

教
、
及
び
多
く
の
司
昌
。
厨
を
以
て
、
ア
ン
グ
リ
ヵ
ン
教
・
御
の
復
興
の
業
を
企
岡
し
た
時
に
も
、
疵
に
驚
嘆
す
べ
き
光
を

モ
ダ
’
一
ズ
ム
の
思
却
史
的
前
批
一
二
九

一
昔
の
逆
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

｜

’
」

」
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1

ト
ラ
ク
ト
の
事
業
の
目
的
が
、
ア
ン
グ
リ
ヵ
ン
教
禽
に
政
椛
よ
り
獅
立
せ
し
め
、
且
こ
の
教
街
が
使
徒
性
（
シ
吾
の
８
亨

。
身
）
を
保
有
す
る
こ
ご
と
術
誰
す
る
に
あ
つ
に
こ
さ
は
、
こ
の
事
業
全
慨
が
誰
明
す
る
所
で
あ
り
、
オ
ッ
ク
ス
フ
オ
ド

に
企
て
ら
れ
た
も
の
は
、
変
に
こ
の
ア
シ
グ
リ
ヵ
’
一
ズ
ム
の
案
で
あ
っ
た
。
然
る
に
、
そ
れ
が
反
抗
す
る
も
の
で
あ
る
直

の
理
川
の
下
に
、
ア
ン
グ
リ
カ
ン
教
・
御
の
監
将
ド
ク
夕
１
．
＄
〈
ゞ
コ
ッ
ト
ら
の
雌
し
く
非
難
す
る
所
を
な
っ
た
が
、
’
三
ウ

マ
ン
は
狗
虎
ま
で
も
彼
ら
の
椛
威
に
對
し
て
は
、
衷
心
よ
り
恭
順
の
意
志
を
示
し
っ
Ｌ
、
自
己
へ
の
非
難
は
服
從
の
心
を

以
て
受
け
た
の
で
あ
つ
に
。
そ
の
埋
彼
が
友
人
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ビ
ュ
シ
イ
（
一
八
八
二
痩
）
に
宛
て
龍
書
翰
に
於
て
、

含
昏
の
房
色
黒
君
Ｃ
ａ
Ｏ
野
匡
農
呂
名
ｇ
置
掲
。
ｘ
８
号
＆
昌
尉
四
四
の
胃
言
①
狩
毘
』
ｇ
）
Ｅ
云
っ
た
所
を
兇
て
も
、
如
何

ｑ

に
彼
が
現
在
の
ロ
マ
文
化
追
随
群
と
同
様
に
典
・
胃
胃
号
画
に
憧
れ
を
有
っ
て
ゐ
仁
か
を
兇
得
る
の
で
あ
る
。
《
《
の
閏
・
胃
胃

島
画
》
・
は
如
何
に
文
化
主
義
者
を
惑
飢
す
る
力
を
有
し
て
ゐ
に
こ
さ
か
。
亦
如
何
に
多
く
の
者
の
良
心
の
自
曲
を
束
縛
し
て

ひ

ゐ
た
こ
ざ
か
。
我
ら
は
こ
れ
を
簸
的
な
も
の
ざ
し
て
は
見
得
な
い
。
一
つ
の
政
治
的
、
図
際
的
な
或
主
義
の
概
語
に
す
ぎ

こ
の
ト
ラ
ク
ト
は
、
そ
の
後
あ
る
ひ
は
、
教
理
的
特
性
に
棚
す
る
も
の
、
あ
る
ひ
は
、
賛
践
的
現
疫
的
特
性
に
開
す
る

も
の
な
ぎ
に
よ
っ
て
続
刊
せ
ら
れ
、
九
○
號
ま
で
に
な
っ
た
。
特
に
使
徒
性
の
問
題
は
、
つ
ね
に
主
要
の
目
的
さ
さ
れ

た
。
一
八
三
三
年
よ
り
三
八
年
ま
で
の
彼
は
、
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
義
の
排
盤
よ
り
、
自
己
が
ロ
マ
主
義
新
で

な
い
こ
さ
を
辨
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
ざ
は
一
八
三
七
年
の
特
韓
の
中
に
、
他
の
書
物
よ
り
も
詳
細
に

な
．
い
の
で
あ
る
。

以
て
顯
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

モ
ダ
’
一
ズ
ム
の
思
惣
史
的
前
拠

ご
■
■

｜

二

二二

○



”

述
べ
て
ゐ
る
所
で
あ
り
、
柵

こ
上
に
於
て
で
あ
る
。
２
〕 彼

彼
は
一
面
に
於
て
ロ
マ
教
練
よ
り
そ
の
号
。
自
己
。
胃
甘
。
量
①
ご
切
斡
ｏ
国
冒
⑦
昌
胃
旨
。
営
⑦
さ
を
『
こ
り
入
れ
、
他
面
に

於
て
は
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
義
を
非
難
し
、
同
時
に
ロ
マ
主
義
に
於
け
る
教
理
上
の
不
可
謬
椛
の
主
張
を
排
躍

む

し
に
。
（
”
）
か
く
て
一
一
ユ
ウ
マ
ン
は
ロ
マ
主
我
Ｅ
、
ド
イ
ツ
・
プ
．
ロ
テ
ス
ク
ン
ト
主
韮
さ
の
厳
正
な
る
《
《
ぐ
旨
乏
［
⑦
ａ
“
．
〕

を
發
見
し
仁
迫
信
じ
て
、
彼
凋
自
の
ア
ン
グ
リ
ヵ
ン
教
會
的
主
張
に
全
力
を
識
し
に
。

し
か
し
て
彼
は
そ
の
諭
帯
述
を
、
尚
明
ら
・
か
に
論
明
す
る
鯛
に
、
教
父
、
塒
に
初
代
教
命
肌
の
教
父
の
特
諏
研
究
を
始
め

仁
が
、
終
に
そ
の
爲
に
一
つ
の
専
問
剛
普
餓
ま
で
創
設
し
、
一
八
三
九
年
六
川
士
一
百
に
は
モ
ノ
フ
ィ
ズ
ム
（
キ
リ
ス
ト

邸
性
説
）
の
研
究
を
始
め
に
。
（
喝
）
か
！
、
し
て
諾
文
書
の
研
究
中
、
一
つ
の
問
題
が
超
つ
だ
。
そ
れ
は
冒
艮
畠
。
口
８

号
①
巨
己
』
ぐ
①
吋
困
』
Ｏ
彦
日
ｏ
ず
い
口
旦
８
号
①
国
○
』
竜
酔
①
具
詞
○
目
⑦
》
胃
①
普
⑦
シ
ロ
、
胃
目
⑫
冒
吾
⑦
己
置
８
芝
ぽ
閂
⑦
号
⑦
、
⑦
ｇ
胃
‐

の
９
国
２
鼠
。
の
芝
日
。
旨
。
匡
昔
〕
。
”
》
で
あ
っ
化
。
こ
れ
が
ア
ン
グ
リ
ヵ
ン
教
愈
の
堅
資
性
に
對
す
る
蚊
初
の
懐
疑
で
ぁ

つ
に
。
彼
は
自
ら
そ
の
Ｐ
己
。
］
ｏ
喝
閣
の
中
に
、
ア
ン
グ
リ
カ
ン
教
御
に
對
す
る
蚊
初
の
懐
疑
的
状
態
を
述
べ
て
ゐ
る
。

《
《
旨
●
ぐ
の
茸
。
□
ぬ
毎
○
匡
急
儲
崔
回
曾
＠
日
ご
》
己
。
急
匿
胃
①
）
冒
讐
⑦
日
嵐
巳
①
○
ｍ
号
①
印
南
岳
８
回
目
ｑ
）
胃
由
○
《
旨
Ｑ
）
閉
岸
め
⑦
①
‐

ｑ

汽
口
⑦
ｑ
計
○
旨
臼
①
や
○
ず
凰
降
①
ロ
ユ
○
門
目
○
ｍ
骨
壷
⑦
切
一
粍
計
①
①
旨
庁
可
四
国
Ｑ
冒
啓
口
①
奇
①
①
口
許
固
○
①
口
許
．
ｐ
同
一
①
切
境
⑦
画
①
○
行
①
Ｑ
・
胃
め
口
皇
ぐ
Ｈ
巨
望
冷
騨
。
①
冒
巨

口

昏
自
制
凰
胃
○
儲
〉
目
且
目
急
儲
冨
○
コ
。
己
医
》
風
誌
．
日
ザ
①
○
ず
胃
○
ヶ
○
ｍ
号
⑦
司
腎
』
ミ
ミ
胃
急
勝
旨
号
①
己
○
の
嵐
○
画
○
雨
苦
①

○
国
⑦
ロ
冨
骨
○
○
日
目
巨
昌
ｏ
己
．
）
閃
○
日
①
君
關
》
急
声
閏
⑦
ゆ
ず
の
。
．
９
く
届
．
・
・
・
…
皇
乙
．
彦
胃
君
儲
計
冒
①
巨
ゅ
⑦
○
由
Ｃ
Ｏ
昌
冒
巳
国
、
庁
ず
①

モ
ダ
ー
ー
ズ
ム
の
思
想
史
的
前
批
二
一
二

が
そ
の
《
《
ぐ
旨
冒
＆
旨
寧
》
（
中
迩
）
の
理
論
を
、
組
織
的
に
し
て
且
老
證
的
に
展
開
し
歩
あ
も

｣
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I

し
て
、
解
樺
せ
ら
れ
得
る
か
Ｅ
い
ふ
こ
ざ
を
諭
諦
す
る
こ
さ
が
そ
の
日
的
で
あ
つ
に
。
然
し
、
そ
れ
は
祠
時
に
彼
の
主
張

劃
画
昌
①
島
画
の
否
定
で
あ
り
、
ア
ン
グ
リ
カ
ン
教
御
の
ロ
マ
カ
ト
リ
ク
化
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
の
影
響
す
る
所
は
麓
に
亜

大
で
あ
つ
だ
。
そ
れ
は
友
人
ら
に
馨
告
せ
ら
れ
、
’
三
ウ
マ
ン
自
身
も
明
確
に
自
晃
し
て
は
ゐ
た
が
、
彼
は
そ
の
爲
に
、

自
己
の
見
出
し
に
眞
理
さ
老
へ
ら
れ
た
も
の
を
宣
揚
す
る
に
に
め
ら
は
な
か
っ
た
。
ト
ラ
ク
ト
の
第
九
十
號
は
一
三
ゥ
マ

ン
の
刊
行
の
妓
後
の
も
の
で
あ
つ
に
・
オ
ッ
ク
ス
フ
オ
ド
の
价
職
そ
の
他
は
、
’
三
ウ
マ
ン
が
既
に
、
彼
ら
の
教
禽
を
は

な
れ
て
ゐ
る
こ
Ｅ
を
知
っ
た
。
’
一
ユ
ウ
マ
ン
が
、
聖
マ
リ
ヤ
敬
称
に
於
け
る
説
教
を
中
止
し
、
○
蕊
。
己
冨
ｏ
胃
を
群
任
す

Ｊ
１

●

る
決
意
を
し
た
の
は
こ
の
時
で
あ
る
。
彼
が
そ
の
僻
表
に
将
名
す
る
爲
に
ロ
ン
ド
ン
に
行
っ
た
の
ば
一
八
川
三
年
丸
川
十

口

八
日
の
こ
ざ
で
あ
っ
た
。

以
後
一
三
ウ
マ
ン
は
リ
ト
ル
モ
ウ
ア
の
別
莊
に
退
き
、
所
り
の
．
叩
に
祁
の
命
を
侍
２
Ｌ
。
こ
の
や
う
に
、
彼
の
郷
向
の

延
引
し
て
ゐ
る
の
を
疑
ふ
人
凌
に
、
’
一
ユ
ウ
マ
ン
ば
か
の
聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
「
坑
理
の
縦
謬
よ
り
離
れ
る
時
の
苦
痂

を
綴
嶮
し
な
い
も
の
は
無
情
で
あ
る
。
」
罰
〕
を
以
て
答
へ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
彼
の
内
的
闘
争
の
全
過
溌
を
辿
じ
て

現
は
れ
て
ゐ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
か
く
て
、
’
一
ユ
ウ
マ
ン
は
一
歩
一
歩
ご
郷
向
の
逆
を
進
ん
だ
。
然
し
、
彼
の
良
心

に
は
、
長
い
Ⅲ
正
術
子
守
」
の
み
老
へ
ら
れ
に
宿
龍
が
不
安
に
な
り
姑
め
に
。
そ
し
て
新
に
言
」
さ
れ
辛
卜
問
題
は
《
《
浬
目
胃

旨
印
禺
①
弓
。
君
国
⑦
胃
８
島
①
８
己
瞥
亀
目
、
洋
画
目
目
色
盟
弓
引
旦
目
⑦
）
冒
○
汁
」
○
日
旨
い
四
目
○
号
９
．
０
目
冒
〔
目
○
冒
唱
で
あ

●
●
。

ご
印
鱒
由
①
計
司
や

っ
た
。
（
配
〕

こ
の
停
頓
状
態
よ
り
脱
す
る
爲
に
、
彼
は
術
川
到
な
る
注
意
を
以
て
、
画
マ
教
御
の
教
理
が
、
生
け
る
キ
リ
ス
ト
教
教

モ
〆
’
一
ズ
ム
の
恩
想
史
的
前
拠
三
三

｜
’

』
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